
桜木東小学校生活向上委員会の開催報告(R7.10.15)

令和 7 年 10 月 15 日、本年度の「桜木東小学校生活向上委員会」を開催しました。この委員会は、昨年度に規

約を作成し、児童・保護者・教員の三者の代表が集まり、学校の決まりについて話し合う場です。今年度の議題

は、三者へのアンケート結果をもとに、以下の 2 点について話し合いました。 

① シャープペンシルの使用について 

【児童の主な意見】・削る必要がなく便利 ・細かい部分が書きやすい ・見学旅行の持ち物が減る  

・中学校では使用可能 ・条件付きで使用を認めてほしい（例：4 年生以上、デザイン自由、手遊び禁止） 

【教員の主な意見】・4 年生までは筆圧が弱いため、5 年生からの使用が望ましい 

【保護者の主な意見】・使用を許可してもよい ・本数の制限が必要ではないか  

・紛失や故障時の責任が気になる 

② 午前中授業時の家庭学習時間の変更（15:30 → 15:00）について 

【児童の主な意見】・冬は帰宅が 17 時になるため、早く遊び始めたい  

・遊ぶ時間が増えることで友達と仲良くなれる ・他校では 15 時までになっている ・30 分の違いは大きい 

【教員の主な意見】・現在、17 時の帰宅時間が守られていない。30 分繰り上げることで、時間を

守れるようになるなら変更してもよい 

【保護者の主な意見】・一人になる時間が増えることで、犯罪に巻き込まれる可能性が心配 

・遠方から遊びに来る児童もいるため、もう少し遊べる時間があるとよい 

これらの結果が校長である私に提案され、これらの提案を承認しました。今後は、児童たち自身が話し合って

決めたこの新しい決まりのもと、より充実した学校生活を送ってほしいと願っています。なお、児童たちはこの

話し合いに向けて、学級で近隣の小学校の状況を調べたり、完全な自由ではなく自分たちなりのルールを考えた

りと、主体的に準備を進めていました。このように本校では昨年度から児童の意見を反映させ、子どもの権利を

守る学校運営に取り組んでいます。「自分たちのことは自分たちで決め実行する」を合言葉に、当事者意識を持

ち主体的に行動できる児童の育成を目指していきます。 
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【結果】次の①～⑤の条件付きでシャープペンシルを使用しても良い 

① ５・６年生のみ使用することができる 

② シャープペンシルは２本まで持ってくることができる鉛筆と合わせて５本にはなるようにする 

例：シャープペンシル２本と鉛筆 3～５本 

  シャープペンシル１本と鉛筆４～５本  鉛筆５本 など 

③ シャープペンシルにも必ず記名する。友達のシャープペンシルには触らない。 

④ シャープペンシルの芯は家で入れてくる。芯のケースは学校に持ってこない。 

⑤ シャープペンシルの使用は自分で責任を持つ（自己責任）。壊れたり無くしたりしても自分の責任。 

【結果】10 月から 2 月の間（遊びなどからの帰宅完了時刻は 17 時）は、午前中授業の家庭学習の時間は「15

時まで」とする。※3 月から 9 月の間（遊びなどからの帰宅完了時刻は 18 時）はこれまで通り、「15 時 30 分

まで」とする。 


